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坊
十

一
坪（東
市
推
定
地
）

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
東
九
条
町
四
四

一
番
地
の
一
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
）
四
月
を
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井
　
公

・
立
石
堅
志

５
　
連退
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

当
該
地
は
、
平
城
京
左
京
八
条
三
坊
十

一
坪
の
北
辺
中
央
部
に
位
置
し
、
東

市
推
定
地
を
北
か
ら
南
に
貫
流
す
る
東
堀
河
と
八
条
条
間
路
の
交
差
点
に
あ
た

る
。
奈
良
市
教
育
委
員
会
で
は
、

一
九
八
二
年
か
ら
、
平
城
京
東

市
の
範
囲
確
認
調
査
を
継
続
し

て
行

っ
て
お
り
、
今
回
は
第
四

次
調
査
（調
査
面
積
約
二
Ｏ
０
２ｍ
）

で
あ
る
。
東
市
所
在
地
の
比
定

良

に
関
し
て
は
関
野
貞
の
研
究
以

螢

来
、
諸
説
が
唱
え
ら
れ
た
が
、

近
年
今
泉
隆
雄
氏
や
岸
俊
男
氏

の
四
坪
説
が
有
力
視
さ
れ
、
東
市
所
在
地
は
左
京
八
条
三
坊
五

・
六

。
十

一
。

十
二
坪
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
主
要
遺
構
は
、
東
堀
河
、
八
条
条
間
路
及
び
両
側

溝
、
東
堀
河
に
架
か
る
木
橋
、
溝
、
木
塀
等
で
あ
る
。
東
堀
河
に
関
し
て
は
、

遺
存
地
割
の
検
討
か
ら
、
大
安
寺
官
池
町
付
近

（左
京
五
条
三
坊
）
か
ら
京
外
の

地
蔵
院
川
付
近
に
至
る
南
北
約
二
血
に
わ
た

っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
が
、
近
年
の
左
京
六
条
三
坊
十
坪
、
八
条
三
坊
九
坪
、
及
び
九
条
三
坊

十
坪
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
も
各
坊
の
九
ｉ
十
二
坪
の
ほ
ば
中
央
を

南
北
に
ま

っ
す
ぐ
流
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
八
条
三
坊
九
坪
の

調
査
で
は
、
東
堀
河
の
幅
は
約

一
〇
ｍ
、
深
さ

一
。
四
ｍ
で
あ
る
が
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
下
流
の
調
査
で
は
、　
一
一
ｉ

一
二
ｍ
と
広
く
な
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
。

八
条
条
間
路
は
、
路
面
幅
約
四

・
六
ｍ

（滞
心
々
で
約
六
じ

で
あ
る
。
木
橋

は
路
面
の
ほ
ば
中
央
に
構
築
さ
れ
る
。
堀
河
の
埋
上
の
層
位
と
橋
脚
の
レ
ベ
ル

に
対
応
が
み
ら
れ
、
埋
土
層
出
上
の
土
器
の
年
代
か
ら
そ
の
存
続
時
期
は
、
八

世
紀
後
半
ｉ
末
頃
、
九
世
紀
前
半
ｉ
中
頃
、
九
世
紀
後
半
ｉ
末
頃
の
三
時
期
に

区
分
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
東
堀
河
は
、
次
第
に
埋
ま
り
浅
く
な
る
と
は
い

え
、
京
廃
絶
後
も
し
ば
ら
く
の
間
機
能
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

十

一
坪
内
の
遺
構
と
し
て
は
、
南
北
塀
三
条
が
主
な
も
の
で
、
今
回
の
調
査

か
ら
は
、
東
市
跡
を
裏
付
け
る
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
従
前
の
調

査
で
、
六
坪
の
西
北
隅
で
築
地
の
コ
ー
ナ
ー
や
総
柱
建
物
を
検
出
し
（第

一
次
調



査
）、　
ま
た
、
六
坪
、
十

一
坪
境
の
北
辺
で
は
、
門
状
遺
構

（脇
門
か
）
及
び
築

地
を
検
出
し
た

（第
二
次
調
査
）
こ
と
か
ら
み
て
、
少
な
く
と
も
両
坪
が
有
機
的

に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
継
続
調
査
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
東
堀
河
か
ら
は
、
多
量
の
上
器
の
ほ
か
土
馬
、
木
簡
、
祭
祀
具
、
金

属
製
品
等
が
出
上
し
た
。
木
簡
は
六
点
で
、
原
型
を
無
つ
も
の
一
点
の
他
は
断

片
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
出
土
遺
物
の
年
代
か
ら
み
て
、
八
世
紀
末
頃
ぞ
九
世

紀
初
頭
に
か
け
て
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
土
師
器
、
須

恵
器
の
う
ち
墨
書
の
あ
る
も
の
四
〇
点
に
及
が
が
、
解
読
不
能
の
小
片
も
少
な

く
な
い
。
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①
は
完
形
の
付
札
で
、
「倉
垣
」
は
氏
名
、
「少
庭
」
は
人
名
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『
平
城
京
東
市
跡
推
定
地
の
調
査
Ｉ
』
全

九
八
三
年
）

同

『
平
城
京
東
市
跡
推
定
地
の
調
査
Ⅱ
』
盆

九
八
四
年
）

（亀
井
仲
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）

遺構平面・立面図


